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昨年 10－12月期の実質 GDP（国内総生産）の成長率は、1.7％（年率 7.0％）となり、４四半期
連続でプラス成長を示した。今日の景気回復は、中国・アジアを中心とした輸出拡大とともに、旺

盛な民間の設備投資と堅調な消費に支えられた内需が大きく寄与している。とりわけ、デジタルカ

メラ、DVD レコーダー、フラットテレビ等を中心としたいわゆる「新三種の神器」と呼ばれるデ
ジタル家電の販売額は、著しい伸びをみせている。 
２月の月例経済報告においても、鉱工業生産は「情報化関連生産財や資本財を中心として増加の

動きに広がりがみられる」とあり、デジタル家電用半導体等の自国生産の急拡大が国内の生産増加

に寄与している。これらの動きは、企業の懸命なコスト削減および新技術に基く付加価値の高い製

品やサービスの提供努力によるものといえよう。 
だが、今回の景気回復の恩恵は一部にしか波及しておらず、業種や地域によって乖離がある。雇

用の改善もまだ緩やかであり、若年層の失業率は依然高止まりしている。一方、平成 16 年度の政
府予算案は公共投資の抑制が図られつつあるものの、歳出規模で約 82兆円と税収額 41.7兆円のほ
ぼ２倍に達している。したがって、今回の民主導の景気回復は、政府の構造改革を推進する絶好の

機会と捉えるべきである。規制や税制、社会保障制度の改革とともに、政府の「果たすべき役割」

をしっかり見定めた上で、コスト削減や業務効率化に加え人員削減など思い切った歳出構造改革に

も取り組むべきである。 

＜各指標の動き＞ 

円・株価の動き（月平均）
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◇近畿は、前月比 1.3％
減と先月に引き続きマ

イナスとなった。業種

別にみると電気機械工

業、化学工業、金属製

品工業などが低下に寄

与した。 

 
◇近畿は、3.8％減。野
菜の価格低下や 11 月
の歳暮ギフト早期受注

の反動減による。百貨

店はセール待ちによる

買い控え等が影響して

マイナスに、スーパー

は全ての商品が不調で

マイナスとなった。 

 
◇近畿は、前年比 2.6％
増。住宅ローン減税の

延長が決定でなかった

段階での駆け込み需要

の発生が要因としてあ

げられる。また分譲マ

ンションは都心部での

需要増加により好調で

あった。 

 
◇近畿は前年比 2.0％。
小型車は 7か月連続前
年を下回り不振だった

が、ヒット車が相次い

だ普通車が 8か月連続
のプラスと好調、軽四

車も再びプラスに転じ

た。 

鉱工業生産指数　（前月比）
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出所：近畿経済産業局 資料  
大型小売店販売額　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料  
新設住宅着工戸数　（前年同月比）
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出所：国土交通省 資料  
乗用車新規登録･届出台数　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料
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◇近畿は、12.7％増。
10-12 月期でみても
前期比 2 桁増となっ
ている。工作機械、半

導体は引き続き好調。

自動車は昨年のピー

クから横ばいの推移

で堅調である。 

 
◇近畿は前年比 4.7％
増。件数、請負金額と

もに前年を上回った。

「国･公団事業団等」

で２桁減となったが、

大型工事により「府

県」、「市町村」などで

増加となった。 

 
◇近畿は、前年比

11.1％増で過去最高
の輸出額となった。対

中輸出の急拡大でア

ジア向け輸出も過去

最高を記録した。品目

別では半導体等電子

部品、音響･映像機器

部分品が増えている。 

 
◇近畿は、前年比

1.7％増で２か月ぶり
のプラス。アジアから

の輸入が５割強を占

めており、中でも中国

の増加が著しい。 

 

機械受注（前年同月比）　全国：民需除く船舶､電力／近畿：民需除く船舶ベース
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出所：日本銀行大阪支店　資料  
公共工事請負金額　（前年同月比）
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出所：西日本建設業保証㈱ 資料  
輸出　（円ベース、前年同月比）
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出所：財務省 税関（全国）、大阪税関（近畿） 資料  
輸入　（円ベース、前年同月比）
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出所：財務省 税関（全国）、大阪税関（近畿） 資料  
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◇近畿は 0.6 ポイン
ト改善の 5.2％と 1年
ぶりの 5％台となっ
た。なお、完全失業者

は前年比 7 万人減の
54 万人、就業者は同
９万人減の 984万人。 

 
◇近畿は、前月比 0.03
ポイント上昇の 0.70
倍。景気の持ち直しを

受けて雇用環境にも

改善がみられる。新規

求人数も増加傾向に

ある。 

 
 
◇近畿は 307 件、12
月としては過去 8 番
目の水準である。企業

規模別でみると個人

経営、資本金 1000万
円未満の法人の合計

が過半数を占め、小規

模事業者の倒産の多

発傾向が続いている。 

 
 
◇近畿は 97.5。デフ
レ傾向は依然続いて

いるが、景気の持ち直

しにより物価下落の

圧力は弱まりつつあ

る。 

完全失業率　（全国:季節調整値、近畿:原数値）
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出所：総務省統計局 資料  
有効求人倍率
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出所：厚生労働省 資料  
企業倒産件数　（前年同月比）
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出所：帝国データバンク 資料  
消費者物価指数　（前年同月比）
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出所：近畿経済産業局 資料

(平成12年=100)
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